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アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 09003 

CDA-1000 による細菌測定 

作成：2010 年 02 月 1/2

１．はじめに 
4-1 大腸菌 

図 1-1 大腸菌（液体培地） 

液体培地で培養した大腸菌液をセルパック

で希釈した試料を測定した。 

図 1-2 大腸菌（寒天培地） 

寒天培地で培養した大腸菌液をセルパック

に懸濁させて測定した。 

図 1-3 大腸菌（重ね合わせグラフ） 

細菌は研究開発から産業利用まで幅広い分野で利

用されている。 
培養液あるいは懸濁液に含まれる細菌数を知る方

法として、寒天培地に形成されたコロニー計数，濁

度計による測定などが知られているが、培養に時間

がかかる，測定精度が低いなどの問題があり、迅速

且つ正確に細菌数を測定する方法が望まれている。

CDA-1000 では、25μm アパチャーを用いることに

より、0.5～15μm（最大範囲）の粒子測定が可能で

ある。そこで、細菌測定を試みたので紹介する。 

 
２．試料 
細菌を液体培地および寒天培地で 24 時間培養

（35℃）した後、セルパックで 105/mL程度に調製し

た試料を測定試料とした。 

＜注意＞ 

3×106/mL以上の高濃度試料では、同時通過等の影響から

数え落としが起こるので、測定試料の濃度調整時に注意が

必要である。 

 

３．測定 
装置条件は次の通り。 

アパチャー：25μm（セルパック仕様） 

X 軸   ：粒子径 

分析量  ：50μL 

 

４．結果と考察 
各試料中の細菌は、上記装置条件の測定範囲内に

明瞭な粒度分布を示しており、測定上大きな問題は

無いと推察される。 

以下（4-1～4-3）に示すように、細菌の種類（大

腸菌、黄色ブドウ球菌、緑濃菌）、培養法並びに測定

試料調製方法によって、粒度分布の異なることが明

らかとなった。（詳細は各図の説明を参照） 

 
 

寒天培地で培養した大腸菌の粒度が左側（小

径側）、液体培地で培養した大腸菌が右側（大

粒経側）に分布している。 

 
図 1-4 大腸菌（差分グラフ） 

二つの試料の差分グラフを表示する機能を

用いると、液体培地で培養した場合の粒度分布

（図 1-3 の赤）から寒天培地で培養した場合の

粒度分を（図 1-3 の緑）差し引いた場合の差分

グラフは図 1-4 のようになる。2試料の分布の

差異を重ね合わせと別の視点から確認するこ

とができる。 

■液体培地

■寒天培地

大腸菌，黄色ブドウ球菌の顕微鏡写真 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 

 
 
 
 

4-3 緑濃菌 

 
図 3-1 緑濃菌（液体培地） 

液体培地で培養した緑濃菌液をセルパック

で希釈した試料を測定した。 

 
図 3-2  緑濃菌（寒天培地） 

寒天培地で培養した緑濃菌をセルパックに

懸濁させて測定した。 

 
図 3-3  緑濃菌（重ね合わせグラフ） 

液体培地と寒天培地の粒度がほぼ同じ分布

を示した。 

 
図 3-4  緑濃菌（差分グラフ） 

寒天培地培養した緑濃菌（図 3-3 赤）と液

体培地培養した緑濃菌（図 3-3 緑）の差分グ

ラフを示す。粒度分布にほとんど差の無いこ

とがわかる。 

 

今回紹介した CDA の測定性能、解析機能が、細菌分

野で活用されることを期待する。 

 

4-2 黄色ブドウ球菌 

 
図 2-1 黄色ブドウ球菌（液体培地） 

液体培地で培養したブドウ球菌液をセルパ

ックで希釈した試料を測定した。 

 
図 2-2  黄色ブドウ球菌（寒天培地） 

寒天培地で培養したブドウ球菌をセルパッ

クに懸濁させて測定した。 

 
図 2-3  黄色ブドウ球菌（重ね合わせグラフ） 
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■液体培地

■寒天培地

■液体培地

■寒天培地

寒天培地培養の粒度分布（緑）が単峰性粒度

分布を示したのに対して、液体培地培養の分布

は右（大粒子径）側に分布を示した。試料調製

時に寒天培地上のコロニーを綿棒でかき取っ

て菌塊を容器に擦りつけながらセルパックに

分散させる場合と、液体培地培養菌液をミキサ

ーとピペッティングで取り扱った場合の菌塊

サイズの違いであると推察する。 

 
図 2-4  黄色ブドウ球菌（差分グラフ） 

寒天培地培養（図 2-3 赤）と液体培地培養（図

2-3 緑）の差分グラフを示す。 
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